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1. はじめに 

ハミング距離検索機能付き CAM (Content Address-

able Memory，H-CAM) は，莫大なデータの中から検

索データに類似したデータを高速に検出するパターン

マッチングに有用である反面，消費電力が大きいという

課題を抱えている機能メモリである．本稿では，チャー

ジシェア型 SRAM (CS-SRAM)[1]を導入した低電力型

H-CAMを提案し，その消費電力を検討する． 

2. H-CAMの構成と CS-SRAMの導入 

2.1 H-CAMの回路構成と課題 

図 1にビット数 n，ワード数mのH-CAMのブロック図

を示す．H-CAM はビット数 n の検索データと m ワード

の全記憶データを並列に照合し各ハミング距離 DHi 

(i=1,2,…,m) を求め，その DHiが類似の度合いとして予

め設定される参照距離 DR以内である i ワード目の記憶

データを効率的に読み出すことができる．メモリセルに

6T-SRAM を用いた H-CAM（6T-H-CAM）の場合，照

合の際に全てのメモリセルが同時に駆動されるため消

費電力が大きくなる． 

 
図 1 H-CAMのブロック図 

2.2 CS-SRAMの特徴と H-CAMへの適用 

CS-SRAM(チャージシェア型 SRAM)は，広域ワード

線 GWL により，局所ビット線対 LBL（LBL0, LBLx0 等）

に蓄えられた電荷を広域ビット線対GBL（GBL0, GBLx0

等）へシェアすることでLBLの振幅変化を抑制し低電力

化を実現できる[2]． 

 

図 2 CS-SRAMの回路図 

本研究では前節の課題を解決するため H-CAM のメ

モリセル部に CS-SRAM を導入する（CS-H-CAM）．こ

の際，6T-H-CAM に GWL を加えただけでは正常に動

作しなかったため，制御スイッチ GCXを付加している． 

3. 消費電力 

本研究では，n=4，8，m=1 の小規模構成で従来の

6T-H-CAM と提案 CS-H-CAM の消費電力を HSPICE

シミュレーションにより検証した．電源電圧 1.8[V]，ハミ

ング距離 DH =1，参照距離 DR =1 とし，書き込み動作，

読み出し動作，照合動作の順に両 H-CAM を駆動した

際の平均消費電力を求め，その結果を表 1 に示す．従

来 6T-H-CAMでは記憶データを読み出すビット線対が

単独のものだったが，提案CS-H-CAMではGBLとLBL

で分けることでメモリセルに繋がっている LBL への電力

負荷を抑えることで H-CAM 全体の消費電力削減に繋

がったと考える． 

表 1 平均消費電力 

ビット数 

n 

平均消費電力[μW] 削減率

{=1-(CC/6T)} 6T-H-CAM CS-H-CAM 

4 37.3 20.1 46.2% 

8 63.2 34.3 45.8% 

4. まとめと今後の課題 

本研究では，H-CAMのメモリセル部に CS-SRAMを

適用した新しい回路構成を提案し，その消費電力を

HSPICE シミュレーションで検証した結果，およそ半減

することに成功した．今回のH-CAMは読み出し後にハ

ミング距離の照合を実行する回路構成であったが，今

後は効率的な照合動作が可能な回路構成について検

討を深めるとともに，ワード数とビット数を増やした大規

模 H-CAMを設計し提案回路の優位性を示していく． 
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